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「平成レトロ」という懐かしくも新しい世界 

 

「昭和レトロ」はすでに古い言葉になってしまっ

たのでしょうか。2025.11.12 山形新聞の記事を参考

に、令和の時代に入って注目を集めている「平成レ

トロ」という言葉について、考察したいと思います。 

一言で言えば「平成レトロ」とは、1990 年代から

2000 年代初頭にかけての平成時代のカルチャーやア

イテムを、懐かしさと新鮮さをもって再評価する動

きのことです。かつては日常の一部だったものが、

今では「エモい」「かわいい」として再び脚光を浴び

ているのです。「平成レトロ」の中心にあるのは、当

時の子どもたち、特に「平成女児」と呼ばれる世代

が愛したアイテムや文化です。彼女たちが夢中にな

った雑貨、ゲーム、ファッションは、今のZ世代やミ

レニアル世代にとっても魅力的に映るようです。そ

の代表的なものとして、「ガラケー」「たまごっち」

「写ルンです」「ほっぺちゃん」「Y2K ファッション」

などが挙げられる。 

まず「ガラケー」は、スマートフォンが登場する

以前、主流だった携帯電話です。折りたたみ式やス

ライド式のデザイン、物理ボタンの操作感、着信メ

ロディのカスタマイズなど、今では失われたアナロ

グな魅力が詰まっていました。特に女子中高生の間

では、デコレーションシールやストラップで個性を

表現する文化が根付いていました。令和の今、ガラ

ケー風スマホケースやアクセサリーが登場し、当時

の雰囲気を再現する動きも見られるようです。 

「たまごっち」は、1996

年にバンダイから発売され

た携帯型育成ゲームです。

小さな画面の中でキャラク

ターを育てるというシンプ

ルな仕組みながら、学校に

持ち込んでこっそり世話を

するなど、子どもたちの生

活に深く根付いていました。現在では復刻版やスマ

ホ連動型の進化版も登場し、親子二世代で楽しむこ

とができるアイテムとなっています。 

「写ルンです」は、富士フイルムが発売したレン

ズ付きフィルムカメラで、使い捨てながらも本格的

な写真が撮れることで人気をはくしました。現像と

いうプロセスを経て写真を見るという体験は、デジ

タル世代にとって新鮮であり、アナログの良さを再

発見するきっかけとなっています。特に「写ルンで

す」で撮影された写真の独特な色味や粒子感は、SNS

映えする「レトロ感」として評価されているようで

す。 

サン宝石の「ほっぺちゃん」

は、平成女児の夢を詰め込ん

だファンシー雑貨でした。サ

ン宝石は、キラキラしたアク

セサリーや文房具を手頃な価

格で提供し、小中学生の間で

絶大な人気を誇りました。中

でも「ほっぺちゃん」は、ぷ

にぷにした質感と愛らしい表情で、コレクション欲

を刺激する存在でもありました。令和の今、オンラ

インショップやイベントで再び注目され、当時を懐

かしむ大人たちと新しい世代が共に楽しむ場となっ

ているようです。 

そして「Y2Kファッション」は、2000年前後に流行

したサイバー感やメタリックな素材、ローライズジ

ーンズ、ギャル系スタイルなどを特徴とするファッ

ションの潮流です。かつては「派手」「奇抜」とされ

たスタイルが、今では「個性」「自由」として再評価

され、ファッション誌やSNSで盛んに取り上げられて

います。「平成女児」が憧れたギャル文化やプリクラ、

ルーズソックスなども、Y2K ファッションの一部とし

て再び脚光を浴びています。 

このように、「平成レトロ」は単なる懐古趣味では

なく、過去の文化を新しい視点で楽しむ創造的なム

ーブメントでもあります。アナログの温かみや、手

間をかけることの楽しさ、そして「待つ時間」の価

値が、デジタル全盛の現代において新たな意味を持

ち始めています。 

また、「平成レトロ」は世代間の架け橋にもなって

います。親世代がかつて愛したアイテムを、子ども

たちが「かわいい」と感じて共有することで、家族

の会話が生まれ、文化の継承が自然に行われていま

す。山形のような地方都市でも、こうした「平成レ

トロ」を活かした取り組み

で、「平成女児」の記憶を呼

び起こすような空間づくり

によって、観光客だけでな

く地元住民の購買意欲を駆

り立てる取り組みがあって

も良いかもしれません。 
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